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昭
和
五
十
六
年
六
月
十
三
日
に
「
河
辺
村
振
興
青
年
会
議
」
が
発
足

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
初
代
議
長
本
門
智
寿
さ
ん
と
会
員
三
十
五

名
、
現
在
十
三
代
目
議
長
徳
見
和
也
さ
ん
と
十
四
名
の
会
員
の
活
動

と
な
っ
て
い
ま
す
。

去
る
八
月
三
十
一
日
か
ら
九
月
十
七
日
ま
で
の
十
八
日
間
、
振
興
青

年
会
議
は
、
夕
方
か
ら
宵
の
内
ま
で
橡
の
木
瀬
か
ら
ふ
る
さ
と
の
宿
ま

で
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
磨
き
(
約
五
加
)
を
実
施
、
振
興
青
年
会
議
の
今

年
度
の
基
本
方
針
に
あ
り
ま
し
た
「
頭
を
使
わ
ず
、
体
を
使
え
、
た
ま

に
は
頭
も
使
っ
て
ネ
!
」
の
と
お
り
汗
だ
く
と
な
っ
て
ク
リ
ー
ン
活
動

に
励
ま
れ
ま
し
た
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
交
通
事
故
防
止
に
は
欠
か
せ
な
い
大
事
な
命
綱

で
す
。
夜
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
は
す
こ
し
で
も
見
や
す
く
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
日
ご
ろ
か
ら
交

通
安
全
運
転
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。
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人のうごき
(平成10年9月l日現在)

世帯数 541戸

男子 693人

女子 713人
言十 1，406人
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河辺村振興青年会議歴代議長
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と

き
れ
い
な
男
女
探

し
、
私
は
男
も
女
も

き
れ
い
な
人
が
好
き

で
す
。
で
も
そ
れ
は

決
し
て
顔
の
美
醜
じ

ゃ
な
い
。

い
わ
ゆ
る
面
食
い
と
言
わ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
美
人
じ
ゃ
な
い

け
ど
き
れ
い
な
女
。

ハ
ン
サ
ム
じ

ゃ
な
い
け
ど
き
れ
い
な
男
。

立
ち
振
る
舞
い
が
決
ま

っ
て
い

る
と
か
。
背
中
が
シ
ャ
ン
と
し
て

い
る
と
か
・・・
::・・:・:・
。

ゃねほし
年
と
と
も
に
顔
に
は
敏
が
刻
ま

れ
、
頭
は
白
く
な
る
か
、
薄
く
は

な
っ
て
い
る
け
ど
、
そ
の
搬
に
は
、

そ
の
額
に
は
長
い
年
月
耐
え
て
来

た
怒
り
、
悲
し
み
、
そ
し
て
喜
び

が
刻
ま
れ
、
何
と
も
言
え
な
い
表

情
を
醸
し
出
し
て
い
る
人
、
年
と

と
も
に
仏
様
の
顔
を
初
併
さ
せ
る

男
、
年
と
と
も
に
慈
母
観
音
様
を

初
併
さ
せ
る
女
。
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(2) 平成10年 9月25日

平
成
十
年
第
三
回
河
辺
村
議
会

定
例
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

全
議
員
出
席
の
も
と
、
一
般
質

問
に
引
き
続
き
、
報
告
二
件
と
一

般
会
計
補
正
予
算
二
億
四
百
八
十

三
万
一
千
円
(
累
計
二
十
四
億
六

千
二
百
四
十
九
万
円
)
を
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
。
特
別
会
計
補
正

予
算
三
千
四
百
四
十
四
万
六
千
円

の
議
案
三
件
を
可
決
。
九
年
度
一

般
会
計
決
算
並
び
に
各
特
別
会
計

決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
に
久
保
義
雪
氏
(
六

四
歳
)

H
横
山
刊
の
新
任
推
薦
に

同
意
。議
員
提
出
議
案
と
し
て
「
過
諌

地
域
活
性
化
の
た
め
の
新
立
法
措

置
に
関
す
る
意
見
書
」
と
「
道
路

関
係
予
算
の
確
保
、
道
路
特
定
財

源
制
度
の
堅
持
等
に
関
す
る
意
見

書
L

の
二
件
、
そ
し
て
各
常
任
委

員
会
所
管
事
務
調
査
四
件
が
原
案

の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。
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間

語般

空質

山
本

雅
久
議
員

①
特
別
養
護
老
人
ホ
!
ム
建
設
の

一
般
会
計

ニ
O
四
、
八
=
二
千
円

補
正
予
算
(
特
別
会
計

進
捗
状
況
及
び
完
全
運
営
開
始

時
期
に
つ
い
て

〔
村
長
答
弁
〕

現
在
、
工
期
完
成
に
向
け
て
工

事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

完
全
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

四
月
一
日
付
の
新
規
採
用
者
に
、

一
一
ヶ
月
間
の
研
修
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
六
月
一
日
か
ら
運
営
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

②
完
全
運
営
が
六
月
一
日
に
な
る

と
い
う
こ
と
は
、
村
長
も
議
員

も
任
期
満
了
後
に
な
る
が
、
村

長
は
来
期
も
村
政
を
担
当
す
る

お
考
え
が
あ
る
の
か
。

〔
村
長
答
弁
〕

本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
今
後

も
非
常
に
重
要
な
問
題
が
山
積
し

て
お
り
、
私
に
対
す
る
多
く
の
村

民
の
方
々
か
ら
、
来
期
に
つ
い
て

の
ご
要
請
を
い
た
、
だ
い
て
お
り
ま

す
の
で
、
二
十
一
世
紀
の
橋
渡
し

を
、
私
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
、
決
心
を
い
た
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
、
議
員
各
位
の
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
清
水

吉
則
議
員

消
防
団
員
の
人
員
軍
保
、
緊
急

ニ
四
、
四
四
六
千
円

連
絡
、
山
林
火
災
装
備
の
あ
り
方
、

そ
れ
に
伴
う
条
例
の
見
な
お
し
に

つ
い
て〔村
長
答
弁
〕

ま
ず
「
団
員
確
保
の
問
題
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
検
討
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
団
員
数
の
減
、

分
団
単
位
の
確
保
へ
移
行
す
べ
き

と
の
結
論
に
至
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

「
緊
急
連
絡
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
ま
で
同
様
、
家
族
や
親
戚
、

勤
務
先
等
に
依
存
す
る
の
が
最
善

か
と
は
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
徳

島
市
で
は
、
一
部
の
団
員
に
ポ
ケ

ッ
ト
ベ
ル
携
帯
を
さ
せ
た
と
の
報

道
も
あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
を
も

っ
て
お
り
ま
す
。

「
山
林
火
災
に
対
す
る
装
備
」

に
つ
い
て
は
、
鍬
・
鎌
・
の
こ
等

の
小
物
は
、
装
備
を
す
る
こ
と
よ

り
、
山
火
事
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

な
ど
は
、
団
員
自
ら
が
携
帯
し
出

動
し
て
頂
く
の
が
、
よ
り
効
果
的

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

チ
エ
ン
ソ
ー
や
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ユ

l
タ
i
等
は
装
備
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
後
の
維
持
管
理
状
況
を

調
査
し
、
必
要
な
も
の
に
つ
い
て

は
装
備
を
検
討
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
投
光
機
に
つ
い
て
は
、
十
分

に
検
討
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

「
条
例
と
現
実
の
対
応
」
の
問

題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
実
は

「
本
村
の
区
域
内
に
居
住
し
、
ま

た
は
勤
務
す
る
も
の
で
な
い
者
」

と
、
考
え
ら
れ
る
団
員
が
若
干
名

お
ら
れ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
住

民
票
は
あ
る
の
で
、
拡
大
解
釈
を

い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
問

題
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
項
目
、
す
べ
て
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
事
項
ば

か
り
で
あ
り
、
幹
部
会
に
お
い
て

十
分
検
討
い
た
し
ま
す
の
で
、
今

し
ば
ら
く
猶
予
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

梅
木
加
津
子
議
員

①
子
ど
も
と
教
育
に
つ
い
て

.
河
中
。
フ
i
ル
の
改
修
計
画

・
四
才
児
ま
で
の
医
療
費
訴
料
化

.
河
小
運
動
場
の
安
全
確
保

〔
村
長
答
弁
〕

ま
ず
「
河
辺
中
学
校
0

ア
ー
ル
の

改
修
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
新
築

経
費
と
改
修
費
用
の
問
題
、
新
築

の
場
合
の
用
地
の
問
題
、
現
有
施

設
の
管
理
対
策
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

問
題
を
総
合
的
に
検
討
し
た
結

果
、
改
修
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と

の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
改
修
と

は
い
え
、
全
面
改
修
を
し
、
新
築

同
様
の
対
応
を
す
る
計
画
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

「
凹
才
児
ま
で
の
医
療
費
の
無

料
化
」
に
つ
い
て
は
、
県
下
の
市

町
村
で
、
実
施
し
て
い
る
所
は
あ

り
ま
せ
ん
し
、
九

O
%
以
上
を

国
・
県
に
依
存
す
る
本
村
が
、
他

に
先
駆
け
て
実
施
す
る
こ
と
は
、

大
変
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
平

成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
、
四
才

児
ま
で
の
医
療
費
を
無
料
に
い
た

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
河
辺
小
学
校
運
動
場
の
安
全

確
保
」
に
つ
い
て
は
、
校
長
、
教

育
委
員
会
、
保
護
者
と
よ
く
協
議

を
い
た
し
ま
し
て
、
安
全
対
策
を

講
じ
て
参
す
ま
す
。

② 
にオ
つフ
い卜
て!
ク
で
の
議
-̂-、
立文

放
送

〔
村
長
答
弁
〕

現
施
設
で
は
実
況
放
送
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
録
音
し
た
も
の
を
放

送
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
ま
す
。

十
分
議
会
で
ご
検
討
さ
れ
て
、

放
送
を
す
べ
き
と
の
結
論
が
出
れ

ば
、
そ
の
方
向
で
対
応
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
松
田

純

議
員

①
通
学
パ
ス
の
宮
奇

回
り
に
つ
い
て

日
除
地
区

〔
教
育
長
答
弁
〕

・
ス
ク
ー
ル
パ
ス
の
宮
谷
、
日
除

地
区
回
り
の
試
運
転
は
、
通
学

パ
ス
運
営
委
員
会
に
お
い
て
、

実
施
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
論
は
、
通
行
時
間
や

交
通
安
全
対
策
な
ど
に
お
い

て
、
運
行
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
に
決
定
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

②
河
辺
中
学
校
体
育
館
の
階
段

に
つ
い
て
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教
育
費
給

食

用

食

器

五

O
C
千
円

な
ど
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

〔
教
育
長
答
弁
〕

こ
の
ミ
と
を
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
、
応
急
処
置
を
取
り
、

水
を
全
部
抜
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご

確
一
認
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
決
さ
れ
ま
し
た
柏
正
予
算
の

主
な
も
の
は
、

総
務
費
滅
債
基
金
横
立
金

五
九
、
二
八
O
千
円

民
生
費
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委

託

料

二

、

O
四
七
千
円

衛
生
費
粗
大
ゴ
ミ
運
搬
処
理
委
託
料
の
増

五、

0
0
0
千
円

農
林
業
費

農
道
石
堂
線
新
設
工
事
外
の
増

七
、
八

O
じ
千
円

林
業
橡
火
口
赤
ケ
滝
綜
開
設
工
事

二
口
、

0
0
0
千
円

土
木
費
県
営
事
業
負
担
金

六
会
一
、
八
C
C
千
円

村
道
植
松
中
津
線
舗
装
工
事
の
増

五
、
五
O
O
下
目

平成10年 9月25日¥:3) 

各会計の財政収支の状況

年

(単位:千円)
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⑭ 

平成10年 9月25日

成人式ノ

ρミ

夢に朔ける

わ力、

平
成
十
年
度
の
成
人
式
が
、
河

辺
村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
、

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
五
十
四
年
四
月
一

H
生
ま
れ
の

十
四
名
で
そ
の
う
ち
出
席
者
は
十

二
名
で
し
た
c

式
典
は
、
午
前
十
時
に
始
ま
り

大
野
村
長
が
『
自
己
の
行
動
に
責

任
を
も
ち
将
来
へ
の
志
し
た
道
に

第 127号

遇
進
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
式
辞

を
述
、
べ
、
来
賓
の
河
辺
村
議
会
議

長
と
河
辺
村
教
育
委
員
長
よ
り
祝

福
激
励
の
言
葉
を
国
き
ま
し
た
。

最
後
に
成
人
者
を
代
表
し
て
宮

岡
建
こ
さ
ん
が
、
「
努

M
を
J

一単一ね

若
い
力
で
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。
」

と
謝
辞
を
述
、
べ
式
典
を
終
わ
り
ま

L
た。

唱-配

γ a 山州仙iI仰
山11Iド

g起し保年式おれ十 大辺
。念県気米辞祈た六敬に中敬
8品知口寿のり十日老関学老
るが事ミをあし四かの催校式
g贈かド迎とて名ら式さ体典
gららリえ記黙の -$れ育及
gれ木さら念持方年-r:ま館び
gま杯んれ品を々間はしに高文
g上、他た姐捧のに、主お老
375村凹下呈げごな昨 い会
g 長名大で、冥く年 てが
; かに成は村福な九
ら対の今畏をら月 盛 j可

g 
g 
g 
g 
o 
y 

i 
g 
o 
g 

i 
s 
g 
g 
c 

i 
g 
g 
g 
索

。
0 

8 
8 
0 

ございます〉つくおめでと

龍馬に一歩近づいた

第10回わらじで歩こう ー~

坂本龍罵脱藩の道 (9/。
何
年
恒
例

の
「
第
十
回

わ
ら
じ
で
歩

と
う
坂
本
龍

馬
脱
皆
殺
の

道
」
が
開
催

さ

れ

ま

し

た
。
今
年
は

十
回
目
の
記

念
と
な
る
こ

と
で
、
県
内

外
遠
く
法
神

奈
川
県
か
ら

の
参
加
者
も

あ
り
、
総
数

回
百
十
名
と

こ
れ
ま
で
に

な
く
荏
た
こ

J
l
i
;
i
 

ま
た
、
九
十
歳
以
上
の
方
一
一
一

名
に
も
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た。
な
お
、
河
辺
村
の
最
山
間
齢
者
は

横
山
中
の
向
井
ミ
ツ
エ
さ
ん
で
九

七
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。
今
後
益
々

の
ご
長
寿
を
ご
祈
念
い
た
し
ま

す。
午
い
ほ
か
ら
は
婦
人
会
に
よ
る
敬

老
会
が
行
わ
れ
多
彩
な
演
芸
で
楽

し
く
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
立
式
で
は
十
年
連
続
参
加
と

な
る
大
洲
市
の
ト
ぃ
同
政
志
夫
妻
ら

六
軒
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、
龍
馬

役
の
今
治
市
曽
我
部
英
こ
さ
ん

(対象者68歳以上442名の内山5名の出席)

~出発前の風景~

と
、
松
山
市
綱
川
幸
英
さ
ん
の
力

強
い
掛
け
声
と
共
に

A
コ
l
ス
-

B
コ
!
ス
に
別
れ
元
気
に
出
発
し

ま
し
た
。
今
年
初
め
て
の
参
加
者

も
多
く
、
龍
馬
の
偉
業
を
し
の
び

な
が
ら
河
辺
村
の
美
し
い
山
然
に

触
れ
ら
れ
る
こ
と
に
皆
満
足
気
で

し
た
c
踏
破
終
了
後
は
、
ふ
ふ
さ
と
公

園
に
お
い
て
、
地
域
改
普
グ
ル
ー

プ
な
ど
に
よ
る
特
産
品
の
販
売
が

行
わ
れ
、
新
鮮
な
、
河
辺
村
の
昧
を

参
加
者
に
提
供
し
て
民
き
ま
し

た
τ

そ
し
て
い
よ
い
よ
お
楽
し
み

抽
選
会
が
行
わ
れ
、
一
等
の
カ
ラ

ー
テ
レ
ビ
を
射
止
め
た
今
治
市
の

女
性
は
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
出

来
事
に
興
嘗
気
味
で
し
た
。
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おいて、ファミリーふれあい大会を開催しました。

今年は、人と光が一つになって動くソーラーカ一作りを実施し、約20名の参加
でしたが、日ごろ子どもと一緒に何か作る機会の少ないお父さんもここぞとばか

りにハッスルする風景が見られました。

午後からは、完成模型で競争を行い楽しいレースになりました。

自然エネルギーへの関心が、少しはできたのではないでしょうか。
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~もっと速く走れ~

(5) 

今
年
も
恒
例
の
「
ふ
る
さ
と
祭

り
」
が
ふ
る
さ
と
公
園
内
で
催
さ

れ
、
今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
四
時
か
ら
夜
市
と
ふ
る
さ

と
の
ど
自
慢
大
会
が
ス
タ
ー
ト
。

予
選
参
加
二
十
名
(
そ
の
内
村
内

者
が
四
名
)
が
日
ご
ろ
歌
い
こ
ん

だ
の
ど
で
熱
唱
さ
れ
、
審
査
委
員

~歌唱力にうっとり~

も
採
点
に
苦
労
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
内
五
名
の

方
が
決
勝
進
出
さ
れ
、
プ

ロ
歌
手
の
多
岐
川
舞
子
さ

ん
と
稲
森
明
美
さ
ん
の
審

査
す
る
中
、
堂
々
と
し
た

歌
唱
力
を
競
い
合
い
、
そ

の
結
果
大
洲
市
の
大
野
秀

忠
さ
ん
が
、
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

の
ど
自
慢
大
会
予
選
終

了
後
、
ビ
ン
ゴ
ゲ

l
ム
を

行
い
、
会
場
に
来
て
お
ら

れ
る
全
員
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
大
変
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

納
涼
盆
踊
り
大
会
に
は

十
三
連
の
参
加
が
あ
り
、

か
わ
い
い
幼
稚
園
児
を
先

ゃ
っ
た
ね
ノ
・
北
平
分
館
ソナ j
フイ分
トタ館
S I対
抗

七
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
三
日

に
か
け
て
、
河
辺
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
、
分
館
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

予
定
で
は
二
十
七
日
か
ら
の
開

~白熱した試合でした~

始
予
定
で
し
た
が
、
梅
雨
時
で
も

あ
り
雨
に
悩
ま
さ
れ
二
日
遅
れ
の

開
始
と
な
り
ま
し
た
。
当
日
も
雨

模
様
で
、
は
ら
は
ら
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
が
、
開
会
式
で
は
、
公
民
館

長
の
あ
い
さ
つ
、
教
育
長
よ
り
激

励
の
言
葉
を
頂
き
、
昨
年
度
優
勝

の
坂
本
分
館
樽
井
優
選
手
の

「
が
ん
ば
り
ま
す
」
の
元
気
な
選

手
宣
誓
で
、
プ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
な

h
リ
土
品

l
レ
h
~
。

今
年
か
ら
植
松
、
坂
本
両
分
館

は
、
二
チ
i
ム
参
加
の
二
ブ
ロ
ッ

ク
で
の
リ
ー
グ
戦
と
な
り
ま
し

た
。
試
合
は
ど
の
対
決
も
熱
戦
が ，一の想ba31，花火;芝でで‘フフJ一イイイ(す一-色:レIνi-FjdJι:ιシ-;-..;ぺ:

:バ~.~.ぬhadゆるre'!~:.祭旬、九九一:

頭
に
各
種
団
体
の
衣
装
が

ラ
イ
ト
に
映
え
、
途
中
飛

び
入
り
で
踊
ら
れ
た
方
も

数
名
お
り
、
と
て
も
に
ぎ

や
か
な
踊
り
連
と
な
り
ま

し
た
。そ
し
て
、
祭
り
も
最
高

潮
に
盛
り
上
が
り
、
舞
台

が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。
歌
謡

シ
ョ

l
の
始
ま
り
で
す
。

稲
森
明
美
さ
ん
と
多
岐
川

舞
子
さ
ん
が
各
一
時
間
ず

つ
熱
唱
さ
れ
、
若
く
力
強

い
歌
声
に
観
客
は
う
っ
と

り
、
特
に
若
い
男
性
は
稲

森
明
美
さ
ん
の
衣
装
に
く

ぎ
づ
け
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
花
火

~雨にも負けない
選手宣誓~

繰
り
広
げ
ら
れ
、
好
プ
レ

l
・
珍

プ
レ
ー
も
随
所
に
出
て
、
一
層
白

熱
し
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

決
勝
戦
で
は

A
-
B
ブ
ロ
ッ
ク

で
勝
ち
上
が
っ
た
北
平
分
館
と
坂

本
分
館
の
対
決
で
し
た
が
、
北
平

分
館
が
三
連
覇
を
目
指
し
た
坂
本

分
館
を
押
さ
え
て
、
見
事
十
三
年

ぶ
り
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
選

手
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た。

大
会
。
河
辺
の
花
火
は
、
山
々
に

反
響
す
る
音
が
体
に
伝
わ
る
と
好

評
で
、
「
か
わ
べ
」
で
の
夏
の
一

夜
を
個
々
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
の
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
も

大
勢
の
方
々
に
ご
協
力
、
ご
参
加

い
た
だ
き
、
盛
大
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

~一緒に踊ってネ I~

夕
日
の
町
か
5
夜
明
け
の
村
へ

⑪
i
わ
く
わ
く
セ
ミ
ナ
ー
ー

青
年
の
家
「
努
理
意
夢
」
に
お
い

て
、
わ
く
わ
く
!
∞
セ
ミ
ナ
ー
を

開
鑑
し
ま
し
た
。
「
夕
日
の
町
双

海
町
」
の
地
域
振
興
課
長
の
若
松
進

一
先
生
を
お
迎
え
し
、
「
手
放
し
連

帯
の
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演

が
あ
り
、
夕
日
の
町
か
ら
夜
明
け
の

村
へ
二
十
三

の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
い
た
だ

き
今
後
の
地

域
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
に
な

っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思

い
ま
す
。

ー
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た

1
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十
ヲ
こ

一
暑
い
夏
も
過
ぎ
、
朝
夕
過
で
移
動
の
際
、
道
路
の
狭
さ
、
ヵ

R
で
き
る
施
設
を
作
っ
て
も
交
通
ろ
い
ろ
な
面
で
村
に
メ
リ
ッ
ト
し
い
古
里
で
あ
っ
て
ほ
し
い
日

目
し
野
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

i
ブ
の
多
さ
に
は
苦
労
さ
せ
ら
れ
の
便
が
悪
け
れ
ば
、
な
か
な
か
人
が
生
ま
れ
ま
す
。
近
々
開
通
す
し
、
村
で
生
活
さ
れ
て
い
る
岨

骨
河
辺
の
皆
様
、
御
元
気
で
し
ま
す
。
せ
め
て
幹
線
道
路
だ
け
で
を
集
め
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
る
で
あ
ろ
う
高
速
道
路
を
利
用
方
々
に
と
っ
て
も
、
楽
し
く
一
目

岨
ょ
う
か
。
早
い
も
の
で
私
が

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-
-ー
す

れ

ば

、

距

離

宮

無

く

な

り

去

と

し

た

河

辺

村

で

あ

っ

曲

目

河

辺

を

出

て

約

十

七

年

過

ぎ

一

}

一

今

ま

で

遠

い

と

思

っ

て

い

た

所

て

ほ

し

い

と

思

い

ま

す

。

以

岨

医
ょ
う
と
し
て
い
ま
す
o

現

在

一

ふ

る

さ

と

に

望

む

〉

r爵建
一

が

近

く

感

じ

る

様

に

な

り

ま

前

、

朝

日

新

聞

に

、

河

辺

村

自

由

は

妻

と

二

人

の

子

ど

も

と

、

一

ー

プ

一

一

一

向

制

勝

一

一

一

時

品

一

す

o

人
が
集
土
る
と
い
う
事
で
、
の
特
集
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
由

正

そ

れ

な

り

の

平

穏

な

日

々

を

一

和

歌

山

県

和

歌

山

市

軍

強

認

識

議

議

一

J
三
一
又
新
た
に
口
こ
み
で
の

P
R
も

し

た

o

御
幸
の
橋
、
坂
本
龍
阻

油

送

っ

て

お

り

ま

す

。

盆

に

は

一

藤

田

英

司

一

輪

諸

点

鰐

議

r/し
一

生

ま

れ

ま

す

。

あ

と

、

地

場

産

馬

脱

藩

の

道

、

河

辺

グ

ユ

白

河
帰
省
し
、
変
わ
ら
ぬ
風
景
、
一

¥
1
1
1
K
曜

臨

鱒

襲

撃

一

業

の

』

も

あ

)

ま

す

。

見

在

等

々

、

と

か

し

く

又

震

回

一

(

日

除

出

身

)

h

瞳

覇

襲

撃

露

重

量

一

「

l

J

四

年

を

と

っ

た

か

な

っ

両

親

、

一

/
i
!

一
の
し
い
た
け
、
栗
、
柿
等
々
に
を
も
っ
て
読
ん
だ
事
を
官
、
ぇ
回

岨
兄
弟
と
過
ご
し
、
昔
の
思
い

!
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
L

加
え
、
新
た
に
河
辺
村
オ
リ
ジ
て
い
ま
す
。
河
辺
村
オ
リ
ジ
⑪

現
出
等
々
に
話
が
は
ず
み
ま
し
も
早
期
に
拡
張
、
補
修
し
て
頂
き
暁
在
は
と
に
か
く
自
動
車
で
の
移
ナ
ル
的
な
物
を
考
え
ら
れ
て
は
ナ
ル
商
品
で
ま
た
、
全
国

p

唱

曲
た
。
河
辺
に
帰
省
し
た
時
、
た
い
も
の
で
す
。
せ
っ
か
く
ふ
る
動
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
移
動
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
?
た
ま
に

R
さ
れ
る
事
を
願
い
ま
す
。
到

岨
い
つ
も
思
う
事
で
す
が
、
車
さ
と
の
宿
の
様
に
、
他
町
村
に
P

楽

、

人

が

集

ま

る

と

い

う

事

は

い

帰

省

す

る

我

々

に

と

っ

て

も

楽

酌

F
E
E
B
E
B
B
B
B
E
B
E
E
B自
由
自
由

B
E
B
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由
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由
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B
B
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E
E
B
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E
B
B
E
B
E
E
-出
画
面

E
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目
自
由
自
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自
'
』
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秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
九
月

二
十
一
日
か
ら
三

十
日
の
十
日
間
実

施
さ
れ
、
期
間
中

の
初
日
に
、
大
洲

市
の
オ
ズ
メ
ツ
セ

に
お
い
て
、
高
齢

者
教
室
を
実
施
し

土
品
1
レ
h
~
。

大
洲
警
察
署
長

さ
ん
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
交
通
課
長

さ
ん
よ
り
一
時
間

の
講
話
が
あ
り
ま

し
た
。
高
齢
者
の

チ
ー
ム
一
九

~交通ル jレを守りましょう~

五
十
崎
町
町
民
体
育
館
等
に
お

い
て
、
愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
明
喜
多
郡
大
会
が

意
を
い
た
だ
き
、
電
動
い
す
に
つ
い

て
の
実
技
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
有
友
幸
寿
さ
ん
が
力

強
い
交
通
安
全
宣
言
を
行
い
無
事

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
交
通
安
全

期
間
に
限
ら
ず
、
日
ご
ろ
か
ら
交

通
マ
ナ
ー
は
大
切
に
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

交
通
事
故
は
依
然
と
し
て
増
加
し

て
お
り
、
夕
方
近
く
の
暗
や
み
で

の
事
故
が
多
く
、
予
防
対
策
と
し

て
反
射
材
を
利
用
し
、
ド
ラ
イ
バ

ー
に
注
意
を
促
す
な
ど
細
か
い
注

郡
ス
ポ
レ
ク
錦

⑧ 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

河
辺
村
か
ら
参
加
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
男
女
と
も
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
は
抜
群
で
、
試
合
が
終
わ

っ
た
後
の
笑
顔
が
き
わ
や
か
で
し

た
。
中
で
も
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女

子
は
息
の
合
っ
た
コ
ン
ビ
プ
レ
ー

で
見
事
四
年
ぶ
り
の
優
勝
と
な
り

宇
ナ
!
〕
れ
ん
。

短
期
間
の
練
習
で
選
手
の
皆
さ

ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
な
お
、

来
る
十
月
四
日
(
日
)
に
八
幡
浜
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
管
内
大
会
に
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
と
ク
ロ
ッ
ケ
ー

が
出
場
し
ま
す
。

~堂々の入場行進~
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次
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

保
険
料
の
追
納
制
度

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
が
、
保
険
料
が

免
除
さ
れ
た
期
間
に
関
し
て
は
、

将
来
、
年
金
額
を
算
出
す
る
際
に

は
、
料
険
料
納
付
済
期
間
の
三
分

の
一
と
し
て
計
算
す
る
三
と
に
な

り
ま
す
に

そ
の
た
め
、
将
来
、
上
り
有
利

な
年
金
を
乏
け
た
い
と
考
え
て
い

る
方
の
た
め
に
、
保
険
料
の
迫
納

が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

追
納
制
度
の
ご
利
用
に
関
し
て

は
次
の
点
に
ご
注
意
下
さ
い
。

①
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
梓
者
は

追
納
で
き
ま
せ
ん
。

①
追
納
で
き
か
の
ぼ
れ
る
期
間
は

平成10壬手 9月25日

一
O
年
ま
で
で
す
。

③
」
部
に
つ
き
追
納
す
る
と
き
は

先
に
経
過
し
た
月
の
分
か
ら
順

(7) 

化
し
追
納
す
る
日
の
前
々
年
度
以
前

の
期
間
の
場
合
は
、
追
納
す
る

期
間
の
保
険
料
額
に
政
令
で
定

め
ら
れ
た
卒
を
乗
じ
た
分
を
加

算

L
た
額
に
な
り
ま
す
)

な
お
、
六
十
五
歳
を
過
ぎ
て
い

れ
ば
、
た
と
え
支
給
の
繰
り
下
げ

請
求
を
し
て
い
る
と
し
て
も
、
六

十
五
歳
到
達
時
点
で
受
給
権
が
発

生
し
て
い
る
の
で
、
追
納
は
で
き

ま
せ
ん
し

介
護
保
険
ミ
=
情
報

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
た
め
の
手
続
き

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
父

け
ら
れ
る
の
は
、
六
十
五
歳
以

上
か
、
四
十
歳
以
上
六
十
五
歳

未
満
の
初
老
期
痴
呆
や
臓
血
管

障
宰
な
ど
に
よ
っ
て
、
介
護
や

日
常
生
活
の
活
動
に
お
い
て
支

援
の
必
要
な
人
で
す
。

。
村
へ
の
申
請

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る

人
は
、
ま
ず
付
の
窓
口
に
申
請

し
ま
す

。
村
の
調
査

申
請
を
受
け
た
村
は
、

調
査

員
を
派
遣
し
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

希
望
す
る
人
の
お
か
れ
て
い
る

環
境
や
、
心
身
の
状
況
に
つ
い

て
調
査
し
ま
す
F

。
要
介
護
認
定
審
査
会
の
審
査

調
査
の
結
果
は
、
町
村
長
か

ら
任
命
さ
れ
た
医
療
や
福
祉
の

学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る
「
介
護
認
定
審
空
会
」
で
ど
の

程
度
の
介
護
が
必
要
で
あ
る
か

(
要
介
護
度
)
を
判
定
さ
れ
ま
す
。

。
要
介
護
状
態
の
区
分
の
認
定

村
は
「
介
護
認
定
審
査
会
」
の

判
定
に
基
づ
い
て
、
該
当
す
る

「
区
分
」
を
認
定
し
ま
す
。

。
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
(
ケ
ア
プ

一
フ
ン
)

の
作
成

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
介
護
支

援
専
門
口
二
ケ
ア
マ
、
千
i
ジ
ャ

i
)

が
要
介
護
者
を
訪
問
し
本
人
や

家
族
と
相
談
し
作
っ
て
い
き
ま

す。。
介
護
サ
ー
ビ
ス

ケ
ア
0

フ
ラ
ン
が
決
ま
る
と
、

県
知
事
に
指
定
さ
れ
た
事
業
者

(
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
)

か
ら
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

(
介
護
給
付
)
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
、
費
用
は
介
護
保
険
か

ら
九
割
、
白
己
負
担
が
一
割
に

な
り
ま
す
。

.要介護認定とザービスの利用方法・

唖丞訟司Ai

会3:長官l
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老人保髄からの指知 5せ

※平成9年度老人医療費について

平成 9イ1'"1支の河辺村老人医療費

は拘 2億 3千万円、一人あたり医

療費は約63万円です。

前年度より一人あたり 1万 7千

円ほと減少はしているものの、内

容(1ヲには、慢性疾患、 一人で、複数

の病院に受診しているなど多く見

られます。

一人ひとりが自分の健康づくり

に注意して、健康ですこやかな毎

日を過ごしましょう。

(円)
260，000，000 

240，000，000 

220，000，000 

200，000，000 

180，000，000 

160，000，000 

140，000，000 

平
成
5
年

平
成
6
年

(円)
720，000 

700，000 

680司000

660，000 

640，000 

620，000 

600，000 

580，000 

~560，000 
E 年度
~cコ i叩村老人間
十ート一人当臓

平
成
ア
年

平
成

8
年

※一部負担金について

70歳(寝たきりなどの人は65歳)臼、上のおとしよりの医療は、すぺて老人保健制度が適用されます。

老人保怯では、お医者さんの窓口へ支払う一部負担金はつぎのようになっていますc

窓口で支払う費用

姪霊診 老人保健では、外来診療または人間ともそれぞ

れ下記の費用( 部負担金)を吏払います。

外来

平成10年 4I 月1日から匂 1自につき500円

支払いの方法|ただし、 1カ月に4回 (2，000円)i平成11年度 1日1，200円
怯ど lを限度として、ひとつの医療機 i住民税非課税世帯等で老齢福祉

関ごとに支才ムL、ます。 1年金を受けている方は 1日500
平成11年度より医療費の伸びに|円を入院日数分支払います。
花、じてスライドしますご

4 ••• 入院したときは、入院中の 1日の食事代にかかる費用の部を支払います。

入院中の食事代の標準負担額

1日 I7 6 0円般

住民税非課税世帯等|
90日までの入院 米 1日 16 5 0円

90巴を超える入院 ※1日 15 0 0円
一 一A

※1日 I3 0 0円住民税非課税世帯等で老齢福祉年金を受けている方

舛来の薬剤にかかる一部負担

タト来;在宅医療を含む)で薬剤を処方してもらうとき何種

類の薬を何日分投与されたかによって、一定の額を別途負週

します。

外来の薬剤にかかる一部負担(投薬ごと)

・内服薬

1種類 2~3種類 ! 4~5 種類

0円 I 1自分につき30円I1日分につき60円

.外用薬と頓服薬については、上記の金額とは別に計算します。

t ，_，，......，__ 1'=--'- ，.......，一、 !日 l 頓服薬(解熱薬、鎮痛薬など)

1手重要買につき 10円

※定結の一部負れ l金と外来の薬 E刊 1こかかる骨It号、 jTI金とれ :ì~it額は、療養に~9 る

費用の??害Hを越えないようにしま寸

対象とならない薬

。入院したときの薬剤

-注射、検査、処置、手術等の際に使用される薬剤

、「標i干町!噸減額認定iiJfJ(申請により交付)が必安と 対象とならない方

・6歳来潤の乳幼児

-住民税非課税世帯等で老齢福祉年金を受けている方
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と
こ
ろ
↓
か
5
だ、

7
Hの
館
報
で
、
「
心
療
内

砕
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し

た
。
愛
媛
県
内
で
は
ま
だ
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
た
め
、
初
耳
の

方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
簡

単
に
説
明
す
る
と
、
心
療
内
科

は
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」

の
両
方
の
健
康
を
同
時
に
考
え

る
科
で
す
。

川
こ
こ
ろ
の
問
題
↓

か
ら
だ
の
問
題

い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
緊

張
し
て
い
た
り
す
る
と
、
血
圧

や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
血
糖
も

あ
が
り
ま
す
。
心
配
事
を
抱
え

て
い
た
り
、
憂
う
つ
な
気
分
が

続
い
て
い
る
と
、
か
ぜ
に
か
か

り
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
c

ま
た
、
普
段
か
ら
く
よ

く
よ
し
た
り
、
心
配
を
抱
え
や

か
5
だ
↓
こ
と
る

す
い
性
格
の
人
壮
、

ガ
ン
に
も

か
か
り
ゃ
す
い
と
一
一
一
一
口
う
先
生
も

い
ま
す
。

引
か
ら
だ
の
問
題
↓

こ
こ
ろ
の
問
題

か
ぜ
を
ひ
く
と
、
憂
う
つ
で

や
る
気
が
起
こ
ら
な
く
な
り
ま

花
粉
症
で
鼻
水
ゃ
く
し
ヤ

み
や
刊
の
か
ゆ
み
が
止
ま
ら
な

い
と
、
う
っ
と
う
し
く
て
イ
ラ

イ
ラ
し
ま
す
。
家
族
の
誌
か
に

病
気
の
人
が
い
れ
ば
、

や
は
り

い
つ
も
の
よ
う
な
明
る
い
気
持

ち
に
は
な
れ
ま
せ
ん
一
)

以
と
ご
く
一
部
な
の
で
す

が
、
い
ろ
い
ろ
な
場
合
を
考
え

て
み
て
も
、

「
こ
こ
ろ
」
と

「
か
ら
だ
」
は
、
切
り
離
し
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
、
っ

で
す
。

大
宇
病
院
の
心
療
内
科
に
よ

く
来
ら
れ
る
患
者
さ
ん
は
、
古
向

血
圧
症
、
甲
状
腺
機
能
克
進
症
、

気
管
支
瑞
息
、
胃
潰
傷
・
十
二

指
腸
潰
療
、
過
敏
性
眠
症
候
群
、

自
律
神
桂
恥
へ
嗣
症
、
う
つ
状
態
、

過
換
気
症
候
群
ち
、
心
臓
神
経

症
、
不
安
神
経
抗
、

拒
食
症
や

過
食
症
、
不
恥
症
、
不
登
使
、

対
人
緊
張
、
・
・
・
な
ど

の
み
薬
と
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

で
の
治
療
が
中
心
で
す
が
、
座

禅
や
ヨ
ガ
、
気
功
、
自
律
訓
練

法
(
自
己
暗
示
の
一
種
)
、

ロ
マ
テ
ラ
ピ

l
、
絵
や
音
楽
を

使
っ
た
治
療
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ア

児
童
扶
養
手
当
ぬ

お
知
内
世

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
心
な
お
、
改
正
は
次

の
と
お
り
と
な
り
て
お
り
ま
す
c

川
支
給
対
象
児
童
の
範
囲
拡
大

母
親
が
未
婚
で
あ
っ
て
も
児
童

が
父
親
か
ら
認
知
さ
れ
た
場
介
は

支
給
が
可
能
と
な
り
ま
す
f
)

低
所
得
制
限
隈
度
額
の
改
定

受
給
資
格
者
本
人
の
所
得
に
よ

り
手
当
の
一
部
の
支
給
を
制
限
す

る
場
合
の
限
度
額
及
ぴ
孤
児
等
養

育
者
、
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務

者
の
所
得
に
よ
り
千
当
の
支
給
を

制
限
す
る
場
合
の
限
度
額
に
つ
い

て
改
定
さ
れ
ま
す
。

閉
そ
の
他

、
」
の
改
正
後
の
制
度
は
八
月

日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
「
認
知
さ
れ
た
未
婚
の
子
」
は

施
行
目
前
に
も
認
定
詰
求
及
び
増

額
請
求
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

こ
の
場
合
の
手
当
は
八
月
分
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
役
場
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

最
低
賃
金
政
正
の

お
知
ら
せ

愛
媛
労
働
基
準
局
で
は
、
県
内

で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」
を

改
正
し
、
十
月
一
日
か
ら
批
行
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
よ
り
、
十
月
一
日

以
π久
ーヰ

し
て
'7J 

四{動
者
七に
七支
0 払
円う

賃
金
は
、

H 

二

時

間

五
九
七
円
)
以
上
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

河
辺
中
学
校
か
弓
ぬ
ホ
願
い

不
用
ロ
聞
の
準
備
を
!

来
る
十
一
月
二
十
二
日
(
口
)
に

河
説
中
学
校
に
お
い
て
、
丈
化
祭

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
そ
の
時
、

不
用
品
即
売
会
を
行
い
ま
す
の

で
、
準
備
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

い思
。し、
ま
す
の
で、

下方

l立7

力
く
だ
さ
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身
に
つ
け
よ
う
応
急
手
当

自
分
の
家
族
や
職
場
の
同
僚
が

急
に
目
の
前
で
倒
れ
た
と
き
、
あ

な
た
は
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
六

ノ

か
。
た
だ
救
急
車
を
呼
ぶ
だ
け

一

nd二

で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

一
.、
一

救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
一

!

一世
』
一

ま
で
の
「
空
白
の
時
間
」
に
適

瓦
ム

切
な
応
急
手
当
が
行
わ
れ
る
こ

誌
に
-4

‘，
一

と
は
、
傷
病
者
の
救
命
や
症
状

一回

1

の
悪
化
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

一R
F

川
上
支
署
で
は
、
ひ
と
り
で

/
l¥

も
多
く
の
方
々
に
応
急
手
当
の
方

法
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た
め

じ
「
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、

平
成
十
年
五
月
二
十

日
徳
島
市
で
開
催
さ
れ

た
四
国
地
区
連
合
戸
籍

事
務
協
議
会
総
会
に
お

い
て
、
戸
籍
事
務
処
理

の
成
績
優
秀
と
し
て
高

松
法
務
局
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で

昭
和
五
十
六
年
に
続
き

二
度
目
の
表
彰
と
な
り

宇
品
l
レ
h
~

。
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人
で
も
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
応
急
手
当
の
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。
救
急
法
講
習
会
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
大
洲
消
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署
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町
し
、リハ，ハ
広

三

，C
，九日、
U

ハにいハス
じ

ょ

う

か

。

ま

た

、
部
落
差
別
の
存
在
大
人
の
言
動
は
、
そ
の
ま
ま
子
ど

…司
削
教
青
シ
リ
t
来
、リ

、日
午
了
三
汀
渇
…
h
'ハミ'
X
V
円リハリ
'
X
XJ
…y
・

0

を
知
っ
て
は
い
た
が
、
い
つ
の
間
に
も
の
行
動
様
式
に
組
み
込
ま
れ
ま

か
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、

将

来

に

わ

た

す

。

「
寝
た
予
を
起
こ
す
な
」
式
の

っ
て
差
別
な
ど
し
な
い
と
断
言
出
来

幼

児

期

は

、
生
涯
に
わ
た
る
人

考
え
に
つ
い
て
ー

ω
る
大
人
が
い
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

間
形
成
の
基
礎
が
培
わ
れ
て
、

「
寝
た
子
を
起
こ
す
」
と
い
う
こ
人
々
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、
人

問

「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
式
考
と
は
「
全
然
知
ら
な
い
人
に
初
め
て
に
対
す
る
愛
情
と
信
頼
感
、
そ
し
問

え
の
も
う
一
つ
の
問
題
点
は
「
部
教
え
る
」
こ
と
で
は
な
く
、
「
間
違
て
人
権
を
大
切
に
す
る
心
が
育
つ
榔

落
差
別
問
題
と
自
分
は
か
か
わ
り
っ
て
知
っ
て
い
る
人
に
、
正

し

い

こ

時

期

で

す

。
こ
の
よ
う
な
自
主
、

問

が
な
い
。
差
別
な
ど
知
ら
な
い
純
と
を
伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
と
考
え
協
調
の
態
度
、
社
会
性
の
芽
生
え
榊

真
な
子
ど
も
や
忘
れ
て
い
る
大
人
た
い
も
の
で
す
。

を

培
う
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
同
和
問

に
、
差
別
問
題
の
存
在
を
教
え
て
私
た
ち
は
、
日
々
生
活
し
、
新

し

教

育

な

の

で

す

。

間

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
て
い
学
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

同
和
教
育
は
、
子
ど
も
、
大
人
制

い

る

こ

と

で

す

。

幼

児

で

も

、
三
歳
に
な
れ
ば
、
大
を
含
め
て
、
私
た
ち
の
生
き
方
を
問

こ
の
考
え
方
は、

間
違
っ
て
い
脳
は
ほ
と
ん
ど
完
成
し
、
知
恵
も
発
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
教
育
だ
と
言
問

ま
す
。
差
別
な
ど
何
に
も
知
ら
な
達
し
て
い
ま
す
。
い
じ
わ
る
も
す
る
え
ま
す
。
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